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1　全体（第 1・2主成分の散布図）

2　全体（第 3・4主成分の散布図）

図 6　主成分分析の結果（1）
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1　女性（第 1・2主成分の散布図）

2　女性（第 3・4主成分の散布図）

1　全体（第 1・2主成分の散布図）

2　全体（第 3・4主成分の散布図）

図 7　主成分分析の結果（2）
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図 8　ランドマークの傾向（左図は上から、右図は左側からみた図）
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図 8　ランドマークの傾向（左図は上から、右図は左側からみた図）

図 9　出土土器片と出土状況（左上：外面、左下：内面、右上：土器片 1、右下：土器片 2）

図 10　Ⅲ11A13 区出土人骨（撮影：吉田）



62



63

朝日遺跡における工事立会について

小坂延仁※

はじめに
本稿は 2020（令和 2）年度から 2021（令

和 3）年度にかけて愛知県埋蔵文化財調査セ
ンター（※以下、調査センター）が実施した
朝日遺跡の包蔵地内における埋蔵文化財の工
事立会の記録である。原因となった工事は愛
知県建設局下水道課による新川西部流域下水
事業に伴う管きょ敷設工事で、地下をトンネ
ル状に掘削する管きょと地上を結ぶマンホー
ル 等 の 設 置 箇 所（M.5 ～ M.9 地 点 ） に お い
て、埋蔵文化財の保護措置がとれないことか
ら、調査の対象とされた（図 1）。このうち、
掘削範囲が大きな M.5 地点については本発
掘調査の対象となっており、2019（令和元）
年 12 月に（公財）愛知県埋蔵文化財調査セ
ンター（※以下、埋文センター）によって発
掘調査が実施され、報告書が刊行されている

（樋上ほか 2021）。詳細は報告書で確認いた
だきたいが、貝殻山貝塚を含む南側の居住地
を囲む弥生中期の内環濠等が確認されてい
る。

１．M.6 地点（清須市朝日弥生地内）
南区画の弥生時代前期環濠集落の北西側

で、現在のあいち朝日遺跡ミュージアム敷地
北西隅の交差点より一つ北側の交差点部分に
位置している。この付近は、これまで積み重
ねられてきた発掘調査で得られてきた知見か
ら、南側の居住地を囲む環濠の北西端部にあ
たると想定されており（原田 2013 等）、立
会によって何らかの痕跡が確認できることが
期待された。

立会は 2020 年７月 15 日に実施した。そ
の際の工事内容は縦坑の掘削に伴って土留め
のための円形覆工板（径 2 ｍ、高さ 2.5 ｍの
鉄管状を呈し、溶接で繋ぐ）を地表部分より
ねじ込んで、 その内側をグラブバケットに
よって現地表下 13 ｍまで掘り下げるもので
あった。工事の性質上、連続した土層断面の
観察は不可能であることから、掘削された土
壌および掘削時の検出面を観察することに終

始した。立会時の GL は約 3.6 ｍである。
現地表下 1 ｍ程までは現道の造成土（１

層）で、厚さ 20cm 程の粘質土（２層）を挟
んで、 チャート礫や微細粒砂を含む土（３
層）が堆積していた（図４）。このうち３層
は 60 ～ 70cm 程の厚みがあり、詳細観察に
よる細分は可能と思われる。３層の下位には
厚さが 60 ～ 70cm 程度に亘って粘性の強い
黒色土（４層）が確認された。検出レベルは
標高 1.8 ｍ程で、層中に腐食植物も多く含ま
れており、概ね湿潤な環境であったことが判
る。土器細粒が点々と含まれ、弥生土器片が
多数出土した。４層の下は朝日遺跡では地山

（５層）として扱われる極細粒の砂層が堆積
していた。検出深度は概ね現地表下 2.4 ｍ（標
高 1.2 ｍ）程とみられるが、地下水の出水が
著しく、直接の目視による検出状況を確認す
ることはできなかった。また５層の検出高は
M.5 地点やあいち朝日遺跡ミュージアム敷地
の南半部での検出高と比べて明らかに低く

（宮腰 ( 編 )2000）、その上位に位置し、遺物
を多数含んでいる４層が遺構覆土である可能
性が想定された。 この地点での工事立会の
実施に際しては、県埋文センター職員で M.5
地点の発掘調査を担当した樋上昇氏と同じく
埋文センター職員で地質調査等を担っている
鬼頭剛氏の両名にも同席いただいており、そ
の際に得られた知見を活かして、M.5 地点の
発掘調査報告書で、M.6 地点には弥生時代中
期の環濠跡が続くとの所見が示されている

（図３、樋上ほか 2021）。ここでは実際に現
地で出土した資料について提示したい。図５
は４層で出土した資料について図化したもの
である。1 は４層上位より出土した長頸壺の
頸部にあたる。外面調整に貝殻を用いた横方
向の条痕が施され、内面には板ナデ調整が認
められる。中期前～中葉。２は壺底部片で底
部外面はミガキ調整が施され、中央が僅かに
凹む。３は甕の口縁部片外面が貝殻条痕、内
面はナデ調整が施されている。口唇部を外反
させて内面に作り出された面には貝による刺

※愛知県埋蔵文化財調査センター
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突が巡る。貝田町式。４は凹線文系の甕で叩
き痕跡の上から縦から斜め方向のハケ調整が
施される。他に確認できた細片を含めて台付
甕が認められないことから、概ね弥生時代中
期中葉以前に収まるとみられる。

２．M.7 地点（清須市朝日愛宕地内）
弥生時代中期から後期にかけての方形周

溝 墓 が 集 中 し て 確 認 さ れ た 西 墓 域 の う ち、
1981（昭和 56）年度調査のＡ区・Ｂ区（石
黒 ( 編 )1991） 境界線から 70 ｍ程の北側の
場所で、墓域想定範囲の北縁付近に位置して
いる。

立会は 2020 年９月７日から８日にかけて
実施した。M.6 地点と同様に土留め用の円形
覆工板を圧入して内部を掘り下げる工事で
あったため、それと同様の形での立会実施と
なった。現地表下 80cm 程までが現道の造成
土（１層）で、厚さ 50cm 程の堆積土（２・
３層）を２層挟んで、腐食植物を多く含む黒
褐色土（４層）が確認された（図 4）。４層
の厚さは 50cm 程で、その下から地山となる
緑灰色シルト（５層）が検出された。検出深
度は概ね現地表下 2.3 ｍ程で、対象地の現地
表面高（GL）が 3.7 ｍであったことから、標
高にすると 1.4 ｍ程となる。56B 区における
検出面よりやや低くなっており、北側に想定
される谷に向かって下がっていると考えられ
る。堆積土中には腐食植物等が混入していた
が明確な遺物は確認されず、地山掘削時にも
遺構と判断できるだけの痕跡を確認すること
はできなかった。

３．M.8 地点（清須市春日船付）
立会地点は M.7 地点の北側 100 ｍ程の場

所にあたる。立会は 2021 年５月 31 日およ
び 6 月 1 日に実施した。M.6、M.7 地点の縦
坑と同様に、圧入した円形覆工板の内側をグ
ラブバケットによって掘り下げるものであっ
たが、当該地点は現道下の路盤改良による硬
化が著しかったことから、現道基礎部分の掘
削を重機で行った後に円形覆工板の圧入が行
われたため、重機掘削範囲については通常に
近い形で土層断面の観察をすることができ
た。立会時の GL は約 3.8 ｍ。

現地表下 80cm 程までが現道の造成土（１

層　※歩道部分は現地表下 35cm 程まで）で、
その下に水田耕作利用土を含む堆積土（２～
４層）が堆積し、現地表下 150 ～ 270cm 程

（標高約 1.1 ～ 2.3 ｍ）は黒褐色の堆積土（５
層）で腐食植物が多く含まれていた。出水に
より土層断面の細かな変化は確認できなかっ
たため一括しているが、現地表下 170cm 程

（標高約 2.1 ｍ）で掘削断面に土器片と思し
き含有物（※取り上げることができなかった
ため、詳細は不明）が認められており、分層
は可能と考えられる。６層は地山となる灰色
シルトで、 立会時の掘削最下面（現地表下
350cm　標高約 0.3 ｍ）以下にまで及んでい
た。M.7 地点で確認された土層と比べて大き
な変化はなく、各土層の確認深度がやや低く
なっている点から、北側に向けて落ち込んで
いく状態を示しているものと考えられる。

４．M.9 地点（清須市春日船付）
立会地点は M.8 地点から更に北側 100 ｍ

程の場所にあたり、周知の埋蔵文化財包蔵地
とされる範囲の縁辺部付近に位置している。
他と同様に下水管きょ布設工事の一環で取り
付ける縦坑の工事であったが、矢板で囲んだ
範囲内を一定程度までを小型のバックフォー
を降ろして掘削した後に、クラムシェルを導
入して竪坑を掘り下げるものであった。立会
時の GL は約 3.9 ｍで、遺構が想定される深
度の調査は全て小型重機による掘削であっ
た。

立 会 は 2021 年 ７ 月 29 日 お よ び ８ 月 10
日に実施した。現地表下 90cm 程までが現道
敷設に伴う造成土（０層　※事前工事により
掘削済み）で、その下に廃棄物を含む造成土

（１層）が別途堆積していた。２層は耕作利
用土で、貝田町式とみられる土器細片が出土
した一方で、ビニールも含まれていた。３層
の堆積を挟んで標高 2.4 ｍほどで確認された
下位の５層は溝状遺構ないし土坑等の遺構と
考えられる４層によって掘り込まれていた。
４層は覆土中に山茶碗片が含まれていること
から、中世以降に位置づけられる。ただ、４
層はしまりがやや弱かったために、矢板挿入
時に用いられた凝固剤が多く滲み込んでいた
ため、山茶碗片が外部から紛れ込んだ可能性
も否定できない。５層以下については、純粋
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な堆積土で、遺構・遺物の確認はされなかっ
た。

5．まとめ
以上が、M.6 ～ M.9 地点の４箇所の工事立

会で確認された状況である。M.6 地点と M.9
地点では遺構と考えられる痕跡が確認され、
実際に遺跡が広がっている状況が確認され
た。また明確な遺構が確認されなかった M.7
地点および M.8 地点についても土層断面が
確認できない状況に加えてグラブバケットに
よる掘削のため、掘削面も凹凸が著しい状態
であったことから、覆土が薄く、遺物も希薄
なケースでは遺構を認識できなかったことも
考えられる。そうした状況の中、環濠跡と想
定できる M.6 地点４層の存在は特筆に値す
る。検出された深度から見て、ミュージアム
建設箇所や M.5 地点の南側ブロックで清須
市教育委員会が実施した発掘調査（柴垣・佐
藤 2020）で確認されている弥生時代遺構の
うち下位の検出面に対応すると考えられる。
これは出土資料が弥生時代中期段階に収まる
資料であることとも、時期的に整合する。狭
小範囲における工事立会で得られた極めてピ
ンポイントな資料ではあったが、周辺の調査
成果と組み合わせることで、遺跡の評価につ
ながるものでもあった。調査地の周辺には未
調査地点が広がっていることから、今後の調
査によって検証されることが期待される。

参考文献
石黒立人 ( 編 ) 1991『朝日遺跡Ⅰ』愛知県埋

蔵文化財調査センター調査報告書第 30 集　
財団法人愛知県埋蔵文化財センター

蔭 山 誠 一 ( 編 ) 2007『朝 日 遺 跡 Ⅶ』 愛 知 県
埋蔵文化財センター調査報告書台 138 集　
財団法人愛知県教育・スポーツ振興財団
愛知県埋蔵文化財センター

加藤安信ほか　1982『朝日遺跡』　愛知県教
育委員会

加納俊介・石黒立人 ( 編 ) 2002『弥生土器の
様式と編年―東海編―』木耳社

柴垣哲彦・佐藤好司　2020『朝日遺跡Ⅲ―
西田中長堀地区における店舗建設に伴う
発掘調査報告書―』清須市埋蔵文化次調査
報告ⅩⅣ　清須市教育委員会・イビソク

原田　幹　2013『東西文化の結節点　朝日
遺跡』シリーズ遺跡を学ぶ 088　新泉社

樋上昇ほか　2021「朝日遺跡Ⅹ」『清州城下
町遺跡Ⅹ・朝日遺跡Ⅹ』 愛知県埋蔵文化
財センター調査報告書第 148 集　公益財
団法人愛知県教育・スポーツ振興財団愛
知県埋蔵文化財センター

宮腰健司 ( 編 )1994『朝日遺跡Ⅴ』愛知県埋
蔵文化財調査センター　調査報告書第 34
集　財団法人愛知県埋蔵文化財センター

宮腰健司 ( 編 ) 2000『朝日遺跡Ⅵ―新資料館
地点の調査―』 愛知県埋蔵文化財調査セ
ンター調査報告書第 83 集　財団法人愛知
県教育サービスセンター愛知県埋蔵文化
財センター



66

100m0

あいち朝日遺跡
　　　ミュージアム

●

●

●

●

●

M.5地点

M.6地点

M.7地点

M.8地点

M.9地点

図１　工事立会地点位置図 図２　朝日遺跡の景観想定図（原田 2013 を改変）
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「地理院地図 Vector」を改変
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図３　樋上氏による環濠位置の想定図（樋上 2021を改変）

M.6 地点

M.5 地点

M.7 地点

図1　工事立会地点位置図 図2　朝日遺跡の景観想定図（原田2013を改変）

図3　樋上氏による環濠位置の想定図（樋上2021を改変）
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M.6 地点

１層　道路造成土（砂利主体）

２層　オリーブ黄色土（5Y6/4）　堆積土か

３層　灰色土（10Y4/1~7.5Y4/1）　堆積土

　　　1㎝以下のチャートをわずかに含む

　　　腐食植物、白色・透明細粒砂を少量含む

４層　黒色土（2.5Y2/1）　堆積土（遺構覆土ないし遺物包含層）

　　　土器片、腐食植物、土器細粒、白色・透明中粒砂を含む

　　　1㎝以下の白色砂礫を少量含む

５層　灰色細粒砂質土（7.5Y5/1）　堆積土

　　　白色・透明細粒砂を含む　下位は砂粒がやや大ぶりになる

１　層

２　層

３　層

４　層

５　層

↓GL:3.6ｍ

図４　土層模式図
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M.7 地点

１層　道路造成土（砂利主体）

２層　オリーブ灰色土（5GY5/1）　堆積土

３層　灰色土（7.5Y4/1）　堆積土

　　　透明・白色極細粒砂、鉄分（酸化）を少量含む

４層　黒褐色土（2.5Y3/1）　堆積土　

　　　腐食植物を多く含む　透明極細粒砂を極僅かに含む

５層　緑灰色シルト（7.5GY5/1）　堆積土

　　　腐食植物を僅かに含む

１　層

２　層

３　層

４　層

５　層

↓GL:3.7ｍ
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M.8 地点

１層　道路造成土（砂利主体）

２層　オリーブ灰色土（5GY5/1）　水田耕作土か

３層　灰色土（7.5Y4/1）　堆積土

　　　透明細粒砂、雲母細粒を含む　腐食植物を僅かに含む

４層　灰オリーブ色土（7.5Y5/2）　堆積土

　　　鉄分（酸化）を含む　腐食植物を少量含む

５層　黒褐色土（10YR3/1）　堆積土（※分層可）

　　　透明極細粒砂、雲母極細粒、腐食植物を含む

６層　灰色シルト（10Y4/1）　堆積土

　　　雲母細粒、透明極細粒砂を含む　腐食植物を少量に含む
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M.9 地点

０層　道路造成土（掘削済み）

１層　造成土

２層　灰色土（5Y4/1）　耕作土か

　　　白色中粒砂を含む　弥生土器片出土

３層　黄灰色土（2.5Y4/1）　堆積土

　　　白色中粒砂、鉄分（酸化）を含む　腐食植物を僅かに含む

４層　灰色土（7.5Y4/1）　溝状遺構ないし土坑

　　　白色細粒砂、雲母粒を少量含む

　　　矢板挿入時の凝固剤の滲み込みあり　山茶碗片出土

５層　灰色砂（5Y4/1）　堆積土（砂）

　　　透明・白色細粒砂、雲母粒を多く含む　腐食植物を含む

６層　黄灰色土（2.5Y4/1）　堆積土

　　　腐食植物、雲母粒を含む　白色・透明細粒砂を僅かに少量含む

７層　黒褐色土（2.5Y3/1）　堆積土

　　　自然木、腐食植物をやや多く含む

８層　灰色シルト（10Y4/1）　堆積土

　　　腐食植物、雲母粒を含む　白色細粒砂を僅かに含む

９層　灰色シルト（5Y4/1）　堆積土

　　　８層よりやや緻密

　　　腐食植物、雲母細粒を含む　白色細粒砂を僅かに含む
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図５　遺物実測図（S=1/2）
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図4　土層模式図

図5　遺物実測図（S=1/2）
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円形覆鋼板圧入用の機械（M.6 地点北側から） 円形覆鋼板圧入箇所上面（M.6 地点）

圧入用の円形覆鋼板（M.7 地点） 円形覆鋼板の圧入作業（M.8 地点）

グラブバゲットによる掘削（M.7 地点） グラブバゲットによる掘削（M.7 地点）

M.6 地点　４層上面検出状況（中央部）M.6 地点（南側から）

図6　工事立会写真（1）
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M.7 地点（北側から）

M.8 地点（北側から）

M.9 地点（南側から）

M.8 地点　５層掘削状況

M.9 地点重機による掘削状況（中央東側）

M.9 地点　掘削断面M.9 地点重機による掘削状況（南西隅）

M.7 地点　５層検出状況（中央部）

２層

３層

４層
５層

弥生土器片

７層

６層

８層
９層

↑掘削箇所

凝固剤

凝固剤

図7　工事立会写真（2）
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